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旭川大学経済学部教員 業績一覧

2022年１月～12月

江 口 尚 文

【社会活動（ア）】

１）「経営・商学のポジショニング －ラーメン屋さんの経営行動から－」旭川藤星高等学校、

５月31日

２）「使える知識の獲得方法 －どうやって大学で学ぶのか－」旭川東高等学校、６月15日

３）「旭川ラーメンの経営学 －地域研究の方法論として－」クラーク記念国際高等学校、６

月16日

４）「地域活性化とベンチャービジネス」クラーク記念国際高等学校、６月23日

５）「旭川大雪観光文化検定の勧め」旭川市シニア大学（旭川市）、６月24日

６）「旭川ラーメンの経営学 －地域研究の方法論として－」旭川西高等学校、７月22日

７）「旭川平和通買物公園に見る『通り』のイノベーション」永山公民館市民講座（旭川市）、

７月27日

８）「旭川の歴史と産業生成」神楽公民館市民大学（旭川市）、８月９日

９）「使える知識の獲得方法 －どうやって大学で学ぶのか－」雄武高等学校、10月17日

10）「地域活性化とベンチャービジネス」札幌国際情報高等学校、11月９日

11）「地方創生の未来戦略 －若者の地元愛を涵養する－」春光台商工振興会研修会、10月23日

12）「経営・商学のポジショニング －ラーメン屋さんの経営行動から－」旭川商業高等学校、

12月２日

13）「旭川ラーメン経営学 －地域研究の方法論として－」旭川大学高等学校、12月５日

14）「旭川平和通買物公園に見る『通り』のイノベーション」中央公民館百寿大学（旭川市）、

１月12日

15）「旭川ラーメンの経営学 －地域研究の方法論として－」愛別町ほうらい大学（愛別町）、

１月17日

16）「地方創生の未来戦略 －若者の地元愛を涵養する－」志有塾（旭川信用金庫）、１月25日

【社会活動（イ）】

１．旭川市固定資産税評価審査委員会委員（平成15年～現在）

２.内閣府 公正取引委員会独占禁止政策協力委員（平成19年～現在）

３.あさひかわ合同企業説明会実行委員会委員長（平成25年～現在）

４．あさひかわ産業創造プラザ 道北ビジネスプランコンテスト審査委員長（平成26年～現在）
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５．旭川市縁の審議会会長（平成27年～現在）

６．旭川市開発審査会会長（平成28年～現在）

７．国土交通省旭川開発建設部・北海道上川総合振興局 上川地域づくり連携会議（上川中部

首長会議）民間有識者（平成28年～現在）

８．旭川市文化賞選考委員会委員（平成28年～現在）

９．北海道生産性本部 旭川地区支部副支部長（平成30年～現在）

10.旭川農業高等学校評議員（平成31年～現在）

11.国土交通省旭川開発建設部 総合評価審査委員会委員（令和２年～現在）

12.北海道上川総合振興局 総合評価検討会委員（令和３年～現在）

13.国土交通省旭川開発建設部 新たな北海道総合開発を考える上川地方会議委員（令和３年

～現在）

14.旭川市地域振興部 旭川駅周辺かわまちづくり懇談会座長（令和４年～現在）

15.東神楽 町指定管理者選定委員会委員（令和４年４月～５月）

大 野 成 樹

【著書】

１．単著『ロシアにおける金融と経済成長 政策効果と金融市場に関する実証分析』札幌、

北海道大学出版会、2022年５月、270ページ

【論文】

１．Ono,S.andIwasaki,I.(2022)Thefinance-growthnexusinEurope:Acomparativemeta-analy-

sisofemergingmarketsandadvancedeconomies.EasternEuropeanEconomics60(1),1-49

https://doi.org/10.1080/00128775.2021.2006067

【学会発表】

１．「ロシアにおける金融政策の効果：FAVARアプローチ」一橋大学経済研究所共同利用共

同研究拠点・ロシア研究センター共催コンファレンス「新興市場の動態把握：社会構造

を揺るがす危機と変革」（一橋大学、３月５日、オンライン開催）

２．「ロシア中銀の為替・金融政策」ワークショップ「ウクライナ侵攻後の世界経済：ロシ

ア・中国・インド（２）」（北海道大学、７月23日）

３．“TheeffectsofmonetarypolicyinRussia:Afactor-augmentedVARapproach,"17thEACES

BiennialConference(UniversityofNaplesParthenope,Italy,September16).
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４．“Financialintermediationversusdirectfinancing,"MAER-NetColloquium2022(KyotoUni-

versity,October7)

【その他学会活動】

１．Chair,ParallelSessionB,MAER-NetColloquium2022(KyotoUniversity,October7)

【一般向け論説】

１．岩﨑一郎・大野成樹「ウクライナ危機とロシア経済：無謀な決断がもたらす疲弊」『日

経ビジネス』2022年４月11日号、pp.42-45．

https://business.nikkei.com/atcl/NBD/19/00150/040400027/

【外部資金獲得】

１．科学研究費補助金・基盤研究（C）・研究課題番号22K01479（2022年４月～2027年３月）・

研究代表者：大野成樹

「米国の非伝統的金融緩和政策および金融正常化が新興国経済に与える影響に関する

研究」

２．公益財団法人・野村財団研究助成「世界経済の金融発展と経済成長の関係に関する大規

模メタ分析」N22-3-E30-001（2022年４月１日～2024年３月31日）共同研究者

【社会活動（イ）】各種委員会・団体活動等；学会役員、行政委員会、NPO等活動団体役員等

１．一橋大学経済研究所ロシア研究センター 研究協力者（2021年11月25日～現在）

２．北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 共同研究員

勝 又 悠太朗

【論文】

（共著，筆頭）RegionalCharacteristicsofCOVID-19InfectionTrends2021inIndia.JournalofUr-

banandRegionalStudiesonContemporaryIndia,Vol.8No.2,pp.27-41.

【学会発表】

（共同，筆頭）「インドにおける新型コロナウイルス（COVID-19）感染の空間的特徴（第３報）」，

2022年日本地理学会春季学術大会，2022年３月19日・20日，オンライン開催．

「地場産業産地における競争力の維持・獲得とそのメカニズム」，経済地理学会第69回大会（フ

ロンティアセッション），2022年５月22日，オンライン開催．

【書評】

MukundaMishraandR.B.Singh(Eds.)COVID-19PandemicTrajectoryintheDevelopingWorld:
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ExploringtheChangingEnvironmentalandEconomicMilieusinIndia.SpringerNatureSingapore,

2021年３月．『広島大学現代インド研究：空間と社会』12号，pp.35-39．

【その他の刊行物】

「HINDASに蓄積したGISマップ」『広島大学現代インド研究：空間と社会』1２号，p.44．

【外部資金獲得】

（研究分担者）日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B）「デリー首都圏の空間

構造―新興国都市論の構築に向けて―」（研究代表者：友澤和夫（広島大学大学院人間社会

科学研究科教授））（19H01384）（2019年４月～2023年３月）

（研究分担者）日本学術振興会 科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化（B））「現代インドにおける地域間システムと地方都市圏の「包摂的成長」」（研究代

表者：後藤拓也（広島大学大学院人間社会科学研究科准教授））（20KK0016）（2020年10月～

2024年３月）

【社会活動】

地理科学学会編集専門委員会委員

経済地理学会第69回大会実行委員会委員

木 﨑 次 郎

【社会活動（イ）】各種委員会・団体活動等；学会役員、行政委員会、NPO等活動団体役員等

・北海道学生サッカー連盟 理事

・旭川地区サッカー協会 技術委員

・2022北海道学生選抜 監督

・第36回デンソーカップチャレンジサッカー 北海道選抜 監督、福島県Jヴィレッジ、2022

年３月１～13日
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黒 川 伸 一

【論文】

「法概念としての「まちづくり」」『旭川大学経済学部紀要』、第81号、41-72頁（査読付）2022

年３月

【社会活動（ア）】

１．旭川成年後見支援センター・市民後見人養成研修「市民後見制度概論」（2022年９月４日）

２．士別中学校・上級学校見学会（2022年10月13日）

【社会活動（イ）】

１．旭川医科大学利益相反審査委員会委員

２．旭川医科大学病院医療安全監査委員会委員

３．東神楽町情報公開・個人情報保護審査会委員

４．東神楽町行政不服審査会委員

５．大雪葬祭組合情報公開・個人情報保護審査会委員

６．大雪葬祭組合行政不服審査会委員

７．旭川成年後見支援センター運営委員会委員

８．旭川市総合戦略検討懇談会

小 関 健 三

【論文】

「役員退職慰労金の損金算入の可否－立証責任の分配の視点を踏まえて」（裁決評釈）

「税務弘報」（中央経済社）2022年７月号（第70巻７号）159頁

【学会発表】

「請求人が請求人の元代表者に対して支払った金員は、当該元代表者に退職の事実があるか

ら、損金の額に算入されるとした事例」租税法務学会、令和３年２月12日、専修大学

【社会活動（ア）】講師

（講演）キャリア講演会 令和４年10月７日 函館大学

【社会活動（イ）】

各種委員会＝旭川市契約審査委員、市立旭川病院経営委員会外部委員

その他＝旭川家庭裁判所家事調停委員
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古 松 丈 周

【論文】

「幌内炭鉱をめぐる追想の布置連関：資本の本源的蓄積と産業遺産」『旭川大学経済学部紀要』、

第81号、１-17頁、（査読付）2022年３月

「移行論争とポール・A・バラン：資本の本源的蓄積と客観的理性」『関西大学経済論集』、第

71巻第４号、151-170頁、2022年３月

【社会活動（イ）】

１．留萌開発建設部 入札監視委員会 委員

２．旭川市行財政改革推進委員会 委員（１月～３月）

近 藤 功 庸

【論文（査読付き）】

［１］増山巽・日田アトム・澤内大輔・近藤功庸・山本康貴「大規模経営の生産性水準は中

小規模経営よりも高いのか？ ―中国酪農を事例とした生産性と規模の関連性分析―」

『農業経済研究』第93巻第４号、401-406、2022年、DOI:https://doi.org/10.11472/nokei.93.401。

【学会報告】

［１］董思源・山本康貴・澤内大輔・日田アトム・近藤功庸「中国トウモロコシ作生産性の

地域別貢献度分析」2022年度日本フードシステム学会大会個別報告、2022年６月19日、

京都大学。

【競争的研究資金の獲得】

［１］日本学術振興会・科学研究費補助金・基盤研究C（一般）

研究課題：貿易自由化圧力と気候変動に対応した日中韓３か国の農産物生産費格差に関する

比較分析（課題番号20K06261）

研究代表者：近藤功庸、研究分担者：山本康貴・澤内大輔

交付期間：令和２年度～令和４年度（３年間）、交付金総額：429万円
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齋 藤 眞 宏

【論文】

齋藤眞宏（2022）「教師教育実践から社会共創へ：セルフスタディを通した探究」異文化間教

育学会編『異文化間教育』55号、pp.53-73．（特定課題研究）

齋藤眞宏、大坂遊、渡邉巧、草原和博（2022）「教師教育者としての専門性開発としてのセル

フスタディ（self-study）」広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター編『学校教

育実践学研究』28号、pp.105-120．

【研究発表】

齋藤眞宏、西田めぐみ「越境経験と教育実践：セルフスタディからの気づき」異文化間教育

学会第43回大会、立命館大学（2022年６月11日）

Saito,M.&Nishida,M.Exploringourethnicidentityandteachingpedagogythroughself-study.As-

sociationforteachereducationinEurope.UniversityofLatvia（ラトビア共和国、リガ市＊オンラ

イン）（2022年８月30日）

内田千春、齋藤眞宏、多文化保育・教育を担当する教師教育者に何が求められるのかーセル

フスタディによる考察 日本教師教育学会第32回大会、秋田大学（2022年９月17日＊オンラ

イン）

齋藤眞宏、夏井一哉、セルフスタディについてセルフスタディする、中四国教育学会第73回

大会、香川大学（2022年12月４日）

【外部獲得資金】

日本学術振興会科学研究費補助金「先生の先生はいかに自己成長をするか：教師教育者の専

門性の体系化に向けて」基盤研究C（一般）研究代表者（21K02472）（2021年～2023年）4,030,000

円

【社会活動（ア）】

総合的な学習の時間「地域学習」、上川町上川中学校、2022年６月21、28、７月５日、12日、

21日

「ある留学生の学び」、北海道美深高等学校、2022年10月８日

総合的な学習の時間「進路学習」、上川町上川中学校、2022年10月24日

進路に悩む皆さんへ：大学生のヒューマンライブラリー、比布町比布中学校、2022年11月14

日（＠旭川大学）

「ある留学生の学び」、北海道上川高校、2022年12月13日

【社会活動（イ）】

ともに学ぶ旭川遠友塾 共同代表
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GeoffreyCarr

【学会発表】

１．JALTNationalPanSIGConference,TheUniversityofNagano,July9,2022:PapertoPixels:A

decadeofEFLjournaldevelopment

２．JALT2022InternationalConference,福岡国際会議場、November11,2022:OneNote:APlat-

formforStudentInteraction(WithManagementTools!)

【社会活動（ア）】

１．TechnicalConsultant-TechnologyinLanguageLearning-JALTTASC(TechnicalAdvisory

SupportCommittee)-permanentmember

２．AcademicWriter'sResearchProgram-JALTWritersPeerSupportGroupFeedbackToolDevel-

opmentProject-2021～

３．ResearchCoordinator,JALTWritersPeerSupportGroup-1/2023～

４．MemberatLarge,JALTWebServicesCommittee-2022～

【社会活動（イ）】

１．ConferenceFacilitator,JALTNationalPanSIGConference,TheUniversityofNagano,July9,

2022

２．旭川市国際交流委員会委員

佐々木 潔

【社会活動（ア）】講師、通訳

（非常勤講師）

北海道教育大学旭川校 非常勤講師「経済学特講（金融論）」（2022年10月１日～）

（出張講義）

北海道 南富良野高等学校「成人年齢引下げに関する金融経済教育」（2022年10月12日）

【社会活動（イ）】各種委員会・団体活動等；学会役員、行政委員会、NPO等活動団体役員等

旭川市行財政改革推進委員会 委員（2022年7月22日～）
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杉 村 樹 可

【論文】

「富良野市の地域産業政策―観光を軸とした地域振興―」『地域産業政策研究』第７号、龍谷

大学京都産業学センター・地域産業政策研究プロジェクト、2022年３月15日、34頁

【学会等発表】

「富良野市の地域産業政策―観光を軸とした地域振興―」龍谷大学京都産業学センター・地域

産業政策プロジェクト、2022年２月26日、龍谷大学

【社会活動（ア）】講師、通訳

（講義）「高校生のためのやさしい経営学」旭川大学オープンキャンパス、2022年３月26日、

旭川大学

（講演）「東日本大震災から学ぶ災害への備え」旭川市永山公民館市民講座、2022年５月25日、

旭川市永山公民館

（講演）「京都経済巨大ポンプ説」一般社団法人北海道中小企業家同友会道北あさひかわ支部

主催地域経営学連続セミナー、2022年６月24日、一般社団法人北海道中小企業家同友会道北

あさひかわ支部

（講演）「富良野市の地域経営を考える」一般社団法人北海道中小企業家同友会道北あさひか

わ支部主催地域経営学連続セミナー、2022年７月12日、一般社団法人北海道中小企業家同友

会道北あさひかわ支部

（講演）「東日本大震災から学ぶ災害への備え」旭川市春光台公民館百寿大学主催、2022年７

月22日、旭川市春光台公民館

（講演）「いわき市の地域経営に学ぶ」一般社団法人北海道中小企業家同友会道北あさひかわ

支部主催地域経営学連続セミナー、2022年８月８日、一般社団法人北海道中小企業家同友会

道北あさひかわ支部

【社会活動（イ）】各種委員会・団体活動等；学会役員、行政委員会、NPO等活動団体役員等

１．龍谷大学社会科学研究所客員研究員

２．龍谷大学京都産業学センター客員研究員

３．旭川市廃棄物減量等推進審議会委員

４．金森労働研究所研究顧問

５．旭川市都市計画審議会会長

６．旭川市上下水道事業審議会会長

７．旭川市教育委員会「教育委員会の事務に関する点検・評価報告書」意見提出者

８．旭川市７条駐車場指定管理者選定委員会委員
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武 田 浩 明

【学会発表】

・2022年７月23日 日本税法学会 北海道・東北支部

発表「所得の性質による課税について」 於 オンライン

・2022年12月３日 九州経済学会 第72回

発表「資本金圧縮と中小企業税制」 於 九州産業大学

田 中 晃 子

【論文】

「ブランド・アイデンティティの継承と転換 ―ISSEYMIYAKEとMameKurogouchiの関係性

を事例として―」『旭川大学経済学部紀要』第81号、99～124ページ（査読付）（2022年３月）

「ブランド戦略とジェンダー ―資生堂INTEGRATE―」『流通経済研究会通信』第49号、７～９

ページ（研究会発表要旨）（2022年10月）

【学会発表】

「ブランド戦略とジェンダー ―資生堂INTEGRATE―」流通経済研究会第57回研究総会、2022

年５月30日、北海道大学（オンライン開催）

張 興 和

【論文】

（研究ノート）「日中文化における共通点・類似点・相違点 ― 在日30年の中国人である私の日

本文化体験記 ―」、『旭川大学経済学部紀要』、第81号（2022．３）、pp.151-164

【社会活動（イ）】各種委員会・団体活動等；学会役員、行政委員会、NPO等活動団体役員等

旭川市永山第三地区社会福祉協議会副会長

旭川市永山第三地区「第36回永山屯田まつり」実行委員

旭川市永山第三地区「安全・快適な冬の生活道路を守る」事業実行委員
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野 村 幸 輝

【著書】

１．『英語で読む日本社会と命 テキスト＆ワークブック』、岡本印刷、2022年４月１日発行、

計50頁（自作の英語教科書、2022年度版）

２．『英語で読む日本の挑戦者たち テキスト＆ワークブック』、岡本印刷、2022年４月１日

発行、計50頁（自作の英語教科書、2022年度版）

【学会発表】

１．「ティム・オブライエンにインタビューしてきました！」、日本アメリカ文学会北海道支

部 第196回研究談話会、司会・岡崎 清（札幌学院大学）、札幌市立大学サテライト・

キャンパス、2022年６月25日

【社会活動（ア）】

１．（講義）「私のニューヨーク体験」（模擬授業）、旭川永嶺高等学校２年生対象、旭川大学、

2022年12月13日

２．（講義）「ハワイはいいところ」（出張講義）、旭川大学高等学校３年生対象、旭川大学高

等学校、2022年12月15日

【社会活動（イ）】

１．旭川観光ボランティア協議会 通訳

２．旭川市永山地域文化振興実行委員会 委員

３．（審査員）「令和４年度 ２年次課題研究ポスター発表会」、旭川南高等学校、2022年10月

27日

４．（審査員）「令和４年度 総合ビジネス科発表会」、士別翔雲高等学校、2022年12月16日

宮 下 郁 男

【社会活動（イ）】

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 旭川訓練センター部会委員・

座長
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村 尾 太 久

【社会活動（イ）】各種委員会・団体活動等

１．旭川市情報公・個人情報保護委員会委員

２．旭川市公正職務審査会委員

若 城 康 伸

【社会活動（ア）】

１．青森県から日本・世界の環境・エネルギー問題を考える地元高校生向けワークショップ

（主催：青森県ITER計画推進会議／共催：青森県、量子科学技術研究開発機構）

（１）（ワークショップ）基礎講義（９月10日 青森商工会議所会館）

（２）（ワークショップ）グループワーク（11月13日八戸商工会議所）

【社会活動（イ）】

１．神戸大学 社会システムイノベーションセンターフェロー

２．神戸大学 社会システムイノベーションセンター社会制度研究部門「法経連携専門教育

（ELS）プログラム」プロジェクトメンバー（2021年４月から現在）

３．国立科学研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 原型炉設計合同特別チームメン

バー（2021年４月から現在）


